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研究成果の概要（和文）： 
アポトーシス抑制剤が矯正治療時の歯根吸収抑制に効果があるかどうかを検討すために、ラッ
トに矯正装置を装着した動物実験モデルで、各種アポトーシス阻害剤（塩化リチウム、塩酸セ
レギリン、等）を投与して評価したところ、歯根吸収の抑制効果を認めなかった。しかしなが
ら、研究途上で卵巣摘出を行った閉経モデルラットにおいて歯根吸収が増加し、また、フ
ッ素の影響をみたところ歯根吸収を抑制することがわかった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In order to evaluate the effect of apoptosis inhibitors on orthodontically induced root 
resorption, an orthodontic appliance was applied on the rats. Several apoptosis 
inhibitors such as lithiun cloride and selegiline hydrocloride were administrated to the 
rats and the root resorption was measured. The inhibitory effect of any apoptosis 
inhibitor on root resorption was not observed. However, in the course of this study, root 
resorption in the ovalectomized rats was found to be increased, on the other hand, root 
resorption of the fluoride-treated rats was found to be inhibited. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

2010 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2011 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：歯学・矯正・小児系歯学 
キーワード：歯根吸収, ラット, 歯の移動, コイルスプリング, アポトーシス 

 
 
１．研究開始当初の背景 
 
歯根吸収は、外傷歯、再植歯、および矯正治
療（力学的負荷荷重）などによって引き起こ
され、歯の寿命を左右する大きな問題である。
この中で、矯正治療による歯根吸収について
の研究は、矯正治療中の原因因子の探索、組

織変化、分子メカニズムの解明などが検討さ
れている。これらの研究の最終目的は歯根吸
収の予防であるが、現在のところ、歯根吸収
の予測と回避は難しいというのが現状であ
る 
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２．研究の目的 
 
矯正治療時の歯根吸収には、いまだ予防法が
ない。本研究は、アポトーシス抑制剤が歯根
吸収抑制に効果があるかどうかを検討する
事が目的である。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
ウィスター系オス 10 週齢ラットの上顎前歯
－第 1臼歯間に２５ｇクローズド・コイルス
プリングを装着する。２５ｇはヒト第 1大臼
歯で１ｋｇに相当し、14 日間、ラット第 1臼
歯に作用させることによって重度で且つ再
現性の良い歯根吸収を引き起こす（Angle 
Orthod. 78, :502-9, 2008）。アポトーシス
阻害剤は飲み水に入れて経口投与する。 
14 日後、正確な歯の移動量測定と歯の移動動
態の計測のためにマイクロＣＴを撮影する。
その後、第 1臼歯を取り出し、軟組織を次亜
塩素酸ナトリウムで除去後、走査型レーザー
顕微鏡で歯根吸収の面積、深さ及び容積を測
定する。 
 
 
４．研究成果 
 
陰性コントロール（0g 矯正力）では歯根吸収
は全く認められなかったが、陽性コントロー
ルでは遠心根（頬側根と口蓋根）において歯
根吸収を認めた。力の大きさは 10g、25g、50
ｇで評価した。10g で軽度の 25g と 50g では
重度の歯根吸収を起こした。症状の重傷度に
より、薬効の違いが生じる可能性が高いと考
えられるからである。この実験系において、
各種アポトーシス阻害剤（塩化リチウム、塩
酸セレギリン、Genistein、等）を投与して
みた。しかしながら、歯根吸収の広さ、深さ
および体積を評価したところ、コントロール
の歯根吸収に比較して、違いがある結果は得
られなかった。 
 
他の薬剤（Zoledoronate；破骨細胞のアポト
ーシスを引き起こす： フッ化ナトリウム; 
硬組織がフッ素化し、破骨細胞のアポトーシ
スを引き起こす)、力の種類の違い（歯を傾
斜移動させる力と歯体移動させる力）および
コルチコトミー（外傷性炎症）の影響につい
ても検討してみた。Zoledronate は歯根吸収
を抑制したが、歯の移動も抑制した。フッ化
ナトリウムについても同様な結果を得た。ま
た、歯体移動は傾斜移動に対して歯根吸収は
少なかった。コルチコトミーは歯根吸収に影
響を与えることがなかった。 
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